
　礫川公園は親子の利用が大半を占め、各区域の利用者最多時での密度解析の結果、砂場、滑り台、ブランコでソーシャルディスタンスが確
保できていないことが明らかになった。したがって新しい生活様式に即した礫川公園の利用のためには、遊具の領域の拡大・分散が必要であ
ると考えられる。

密度解析を実施した区域 調査のまとめと提案図

　アメリカの文化人類学者であるエドワード・ホール
は人間における距離を４つに分類し、それぞれに近接
相と遠方相が存在する。
　本研究におけるソーシャルディスタンスの定義は、
エドワード・ホールの社会距離遠方相としている。

●社会距離：4~12 フィート（約 1.2~3.7m）
相手の顔の細部までは分からず、特別な努力をしない
と相手に触れることはできない。コミュニケーション
は容易に行うことができる。
【近接相】4~7 フィート（約 1.2~2.1m）
視界 60 度の範囲内に相手の頭、肩、上半身が入る距
離から全身が入る距離までの範囲。
【遠方相】7~12 フィート（約 2.1~3.7m）
顔の細部は見えにくく、体温やにおいは感じない。
視界 60 度の範囲に相手の全身がおさまる。

　研究の対象地は、
歴史的に公園が整備
され多様な形態の公
園を有する東京都文
京区を設定した。
　また利用実態調査
においては、歴史的
変遷及び現状を踏ま
え、５つの公園を抽
出した。

　都市における公園は地域コミュニティの拠点であり、地球温暖
化の緩和や防災、生物多様性の向上に資するものとしても重要で
ある。新型コロナウイルスの影響で公園を利用する際にも利用者
間のソーシャルディスタンスを意識した行動が求められる中、今
ある公園のほとんどは設計上ソーシャルディスタンスの概念が取
り入れられていない。
　そこで本研究は、これまで我々の生活の基盤となってきたコ
ミュニティ公園の歴史的変遷を辿るとともに、現在直面している
問題として利用者同士のソーシャルディスタンスを考慮した公園
の利用と、今後の展望について明らかにすることを目的とする。


